
●農業自立振興プロジェクト　  ●木質バイオマス活用プロジェクト
●観光・交流振興プロジェクト　●定住促進プロジェクト

さとやま資源の活用で
地域が輝くまち

（産業・交流）

自然との共生で
暮らしが輝くまち
（環境・基盤・定住）

協働の力で
笑顔が輝くまち

（自治・協働）

ふるさとを愛する心で
人が輝くまち
（教育・文化）

心と体の健康づくりで
命が輝くまち

（保健・福祉・医療）

市の基本政策

重点戦略
プロジェクト

やっぱり、“庄原がいちばんええよのぉ～“
庄原いちばんづくり

若者定住　観光・交流
自治振興　ほか

にぎわいと
活力の

“げんき”と“やすらぎ”の　さとやま文化都市
～人と地域が輝く、美しい日本のふるさと～

いちばん!

保健・医療・介護・福祉
教育・危機管理　ほか

暮らしの
安心の

いちばん!

農林業　６次産業
商工業　ほか

地域産業の いちばん!

新たな視点での政策

長期総合計画

本市の将来像

『
地
域
産
業
』『
暮
ら
し

の
安
心
』『
に
ぎ
わ
い

と
活
力
』
の
い
ち
ば

ん
を
目
指
す
の
は
わ

か
っ
た
キ
ョ
ロ
。
具
体

的
な
事
業
が
も
っ
と

知
り
た
い
キ
ョ
ロ
。

難
し
く
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ん
が
、〝
政
策
〟

と
は
目
標
を
実
現
す

る
た
め
の
基
本
的
な

方
針
の
こ
と
じ
ゃ
。

ふ
む
。
で
は
次
の

ペ
ー
ジ
か
ら
詳
し

く
紹
介
す
る
の
で

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
じ
ゃ
！

「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」

の
「
い
ち
ば
ん
」
と
は
、

数
値
や
量
、
順
位
な
ど
に

こ
だ
わ
っ
た
も
の
じ
ゃ
な

い
の
だ
。「
幸
せ
」
や
「
安

心
」、「
達
成
感
や
満
足
感
」

と
い
っ
た
、
心
の
「
い
ち

ば
ん
」
を
実
感
で
き
る
こ

と
、「
や
っ
ぱ
り
、
庄
原
が

い
ち
ば
ん
え
え
よ
の
ぉ
」

と
思
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
意
図
し
と
る
ん
じ
ゃ
。

１
２

３

４

特
定
事
業
が

何
か
わ
か
ら

な
い
キ
ョ
ロ
。

極
め
て
重
要
で
、
か

つ
早
急
に
対
応
す
べ

き
切
迫
し
た
課
題
に

対
応
す
る
事
業
な
ん

じ
ゃ
。

？

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 2 3｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら

特集　庄原いちばん基本計画策定

庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
で
は
、
本

市
の
将
来
像
で
あ
る
「〝
げ
ん
き
〟

と
〝
や
す
ら
ぎ
〟
の
さ
と
や
ま
文
化
都
市
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
の
基
本
政
策
と

は
別
に
新
し
い
視
点
で
政
策
を
設
定
し
、

そ
の
内
容
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
は
、『
地
域
産

業
』『
暮
ら
し
の
安
心
』『
に
ぎ
わ
い

と
活
力
』
の
３
つ
の
柱
（
分
野
別
政
策
）
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

基本計画
庄原いちばん
第１期【平成 25 ～ 26 年度】

Shobara Ichiban basic plan

企画課　☎ 0824-73-1112

やっぱり庄原がいちばんええよのぉ～
　市は、木山耕三市長が掲げる“庄原いちばんづくり”
を形にする「庄原いちばん基本計画」の第１期を取りま
とめました。

新
た
な
視
点
で
の
政
策

“
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
”

庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
は

〝
３
つ
の
柱
〟
で
構
成

庄
原
市
長
期
総
合
計
画
と
庄

原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
の
関
係

特集

〝
政
策
〟
っ
て
言
葉

を
聞
く
だ
け
で
難

し
い
キ
ョ
ロ
。

そ
も
そ
も
庄
原
い

ち
ば
ん
づ
く
り
の

“
い
ち
ば
ん
”
て
何

な
ん
だ
キ
ョ
ロ
？

ふ
～
ん
。
よ
く
わ
か
ん

な
い
か
ら
も
っ
と
詳
し

く
教
え
て
キ
ョ
ロ

キョロやまくん
合併の日に生まれた、庄原市の
観光キャラクター。庄原の魅力
を発見する特技を持つ。父は吾
妻山、母は比婆山。本名が「里
山博士（さとやまひろし）」とい
うのはあまり知られていない。

ヒバゴン
1970 年代、比婆山連峰に出
没して大いに世間を騒がせた
類人猿型の謎の生き物。映画
にも取り上げられ、出没から
40 年以上経っても全国的に
知られている。

長
期
総
合
計
画
は
、
５
つ
の
基
本
政
策

と
４
つ
の
重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え

つ
つ
、「
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く
り
」
と
い
う

新
た
な
視
点
で
政
策
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

   〝
い
ち
ば
ん
づ
く
り
事
業
〟　　

　

 

と
す
る
「
普
通
建
設
事
業
」

普
通
建
設
事
業
は
、
長
期
総
合
計
画
の

実
施
計
画
で
「
特
定
事
業
」
と
し
て

い
る
事
業
を
「
い
ち
ば
ん
づ
く
り
事
業
」
に

引
継
ぎ
、
分
野
別
政
策
（
３
つ
の
柱
）
の
趣

旨
に
照
ら
し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

い
ち
ば
ん
づ
く
り
事
業
に
位
置
付
け
る

普
通
建
設
事
業
（
施
設
整
備
事
業
な
ど
）

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
地
域
産
業
」
の
い
ち
ば
ん

家
畜
飼
育
施
設
増
改
築
等
補
助

和
牛
飼
育
農
業
法
人
施
設
整
備
補
助

農
業
生
産
法
人
経
営
高
度
化
補
助

備
北
材
活
用
促
進
事
業

超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業

な
ど

　
「
暮
ら
し
の
安
心
」
の
い
ち
ば
ん

庄
原
地
区
保
育
所
耐
震
化

美
古
登
小
学
校
耐
震
化

西
城
保
育
所
改
築

庄
原
中
学
校
敷
地
整
備
工
事
、
東
城
小
学

校
校
舎
改
築　

な
ど

　
「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
」の
い
ち
ば
ん

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

な
ど

普
通
建
設
事
業
は
３
つ
の
柱

の
趣
旨
に
照
ら
し
て
整
理



比婆牛って、そんなにすごいものだったんだキョ
ロ！もっとみんなに知ってもらいたいキョロ！

山生まれ山育ちの僕には
林業振興はやっぱり気になるキョロ！

僕たちが庄原市のＰＲ
に一役買っているんだ
キョロ。しっかり
ＰＲするキョロ。

それは大変キョロ！なんとかしなきゃだキョロ！

わしの名前も「比婆」から来ているんじゃ。じゃが、市内でも
比婆血統を持つ雌牛が減ってきているから、それをみんな
で守っていきたいんじゃ。

わしもそうじゃ。昔に比べ人が山に入らなくなったか
らか、最近は山が荒れているように感じる。わしを見
かける人がいなくなったというが、わしも人を見なく
なった。人の生活に欠かせない水は山が育んどる。庄
原市の面積の約 8 割が山林じゃ。うまい農産物ができ
るのも山の恩恵が大きところがあるし、山の再生を願
うばかりじゃ。

ほうじゃ。このマークは申
請さえすれば簡単に利用可
能じゃ。どんどん使っても
らいたいよのう。

そのために、比婆血統を受け継いだ繁殖用雌牛を「あづま
蔓」として認証し、その「あづま蔓」の子の牛肉を「比婆牛」
として認証して販売する仕組みを考えているんじゃ。そう
すると「比婆牛」の復活で牛の価値が上がるし、農家さんも
一層がんばって和牛を飼えるんじゃないかのう。

１

３４

５

６

２
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  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 4 5｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら

特集　庄原いちばん基本計画策定

本
市
の
地
域
産
業
・
基
幹
産
業
で
あ
る

「
農
林
業
」
を
奮
い
起
こ
し
ま
す
。

　

本
市
に
は
農
業
に
関
す
る
経
験
に
基
づ
く

知
識
と
技
術
、
誇
り
と
熱
意
を
も
っ
た
多
く

の
皆
さ
ん
が
、
米
を
は
じ
め
野
菜
、
果
樹
、

和
牛
な
ど
の
多
種
多
様
な
農
畜
産
物
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
そ
の
付
加
価
値
・
評
価
を
高

め
、
消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
「
庄

原
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の
推
進
、生
産
か
ら
加
工
、

流
通
販
売
を
一
体
化
す
る
「
６
次
産
業
化
」

の
育
成
な
ど
、
新
た
な
視
点
と
検
証
を
加
え

た
農
業
支
援
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
域
の
約
84
％
を
占
め
る
森
林
の

資
源
活
用
、
林
業
再
生
に
向
け
、「
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
既

存
施
策
の
有
効
活
用
と
併
せ
、
豊
富
な
森
林

資
源
の
活
用
、
地
域
材
の
消
費
拡
大
に
向
け

た
支
援
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

ブ
ラ
ン
ド
名
「
比
婆
牛
」
の
復
活

　

広
島
県
の
認
証
制
度
に
併
せ
て
本
市
基
準

に
よ
る｢

比
婆
牛｣

認
証
を
行
い
、
地
域
団

体
商
標
制
度
に
よ
る
「
比
婆
牛
」
の
商
標
登

録
を
行
い
ま
す
。

 

こ
だ
わ
り
米
産
地
育
成
事
業

　

安
全
・
安
心
な
米
の
生
産
を
基
本
に
、
低

農
薬
・
低
化
学
肥
料
な
ど
こ
だ
わ
り
を
持
っ

た
米
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
域
を
指
定
し
、

産
地
形
成
に
必
要
な
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

 

庄
原
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
と
活
用

　
〝
庄
原
い
ち
ば
ん
〟
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作

成
し
、
庄
原
産
品
へ
の
表
示
や
、
職
員
バ
ッ

ジ
、
Ｐ
Ｒ
の
ぼ
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
庄
原
市

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

 

庄
原
市
の
逸
品（
農
林
水
産
加
工
品
）づ
く
り

　
「
高
野
の
逸
品
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
モ
デ
ル
に
、
農
林
水
産
加
工
品
づ
く

り
を
市
内
全
域
に
拡
大
し
ま
す
。
取
り
組
み

の
内
容
・
手
法
な
ど
は
、
観
光
振
興
計
画
の

策
定
に
併
せ
て
検
討
し
ま
す
。

 

新
規
就
農
者
総
合
支
援
事
業

　

就
農
に
関
し
、
啓
発
、
準
備
、
初
期
、
定

着
の
段
階
に
応
じ
て
総
合
的
に
支
援
し
ま

す
。 

が
ん
ば
る
農
業
支
援
事
業
【
認
定
農
業
者
型
】

　

認
定
農
業
者
に
重
点
的
な
支
援
を
行
い
、

地
域
農
業
の
中
心
的
な
担
い
手
を
育
成
し
ま

す
。 

農
業
法
人
育
成
事
業

　

集
落
法
人
の
組
織
化
や
組
織
活
動
を
支
援

し
、
効
率
的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
体
を
育

成
し
ま
す
。

 

地
域
材
の
利
用
促
進
事
業

　

地
域
材
を
利
用
し
た
住
宅
の
新
築
・
改
築

に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
公
共
施

設
の
建
築
に
も
地
域
材
を
積
極
的
に
活
用
し

ま
す
。

中
心
に
、
不
要
木
な
ど
の
伐
採
・
処
理
を
行

い
ま
す
。

 

森
林
整
備
加
速
化
、
林
業
再
生
事
業
な

ど
の
計
画
的
な
実
施

　

国
・
県
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
林
地

境
界
の
明
確
化
、
路
網
整
備
、
間
伐
を
一
体

的
に
実
施
し
、
森
林
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

 

再
造
林
支
援
事
業

 

超
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
（
26
年
度

～
）

　
「
庄
原
市
超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
計
画
」

に
沿
っ
て
民
間
事
業
者
に
よ
る
通
信
網
整
備

を
支
援
し
ま
す
。

 

森
づ
く
り
事
業
の
計
画
的
な
実
施

　

道
路
沿
い
の
放
置
さ
れ
た
里
山
林
を

　

広
島
県
が
行
う
伐
採
跡
地
の
再
造
林
を
対

象
と
し
た
助
成
事
業
に
、
本
市
独
自
の
助
成

を
上
乗
せ
し
、
再
造
林
を
促
進
し
ま
す
。

 

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
行

　

個
人
山
林
所
有
者
が
搬
出
し
た
木
材
を
地

域
通
貨
で
買
い
取
る
事
業
を
試
行
し
ま
す
。

 

Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の
取
り
組
み

　

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
に
よ
っ
て
増
加
し

た
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
取
引
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　
　

６
次
産
業
の
育
成

　
　

農
業
の
担
い
手
育
成

　
　

地
域
木
材
の
利
用
促
進

　
　

地
元
事
業
所
の
経
営
支
援

　
　

林
業
振
興
と　
　
　
　
　
　

 

　
　

さ
と
や
ま
環
境
の
保
全

「
地
域
産
業
」

い
ち
ば
ん

の

　比婆庄原地域の「岩倉蔓
つる

」は、日本最古の４蔓
牛のひとつとして認定されており、この蔓牛をも
とにして優秀な和牛改良が進められ、この牛は「比
婆牛」と総称されました。「比婆牛」の血統を継い
だ牛が全国和牛能力共進会を連覇するなど、「比婆
牛」はかつて名実ともに「いちばん」であり、全
国の和牛改良に大きく貢献しました。しかし、現
在では全国的に血統が似通ったことで産地の特色
が失われ、広島の牛も市場での競争力を失ってい
ます。今でも比婆牛への関心、ニーズは非常に高
いものがあり、広島血統再構築の動きにあわせて、
比婆血統を生かした「比婆牛」ブランドを再構築
していきたいと考えています。

　森林の多面的機能の維持を図りながら、豊かな
森林資源を産業に結びつけていく必要があります。
いちばんづくりでは、これまでの施策を引き続き
取り組みながら、小規模山林所有者への支援策と
して「木の駅プロジェクト」の事業化を目指します。
地域通貨による地域内の経済循環が生まれる仕組
みをつくることで、山林所有者はもちろん地域商
店の支援にもつながるものと期待しています。ま
ずは家や田んぼに近い身近なところから山をきれ
いにしていただくこと。山がきれいになれば、不
法投棄や鳥獣被害を減らせる効果も期待できます。
試行を通じて課題を整理し、本格実施につなげて
いきたいと考えています。

　観光は地域経済を活性化させる重要な産
業という認識のもと、今後 5年間の目標や
施策の方向性を明らかにする観光振興計画
の策定に取り組んでいます。その中で、本市
の豊かな自然や美しい景観資源を生かしな
がら、観光客の皆さんにいかにお金を落とし
ていただける仕組みを作るかが重要だと感
じています。本市はおいしい米や牛肉をはじ
め、県内最大級の生産量を誇る卵やりんご、
大根、夏秋イチゴなど、県内屈指の食材の宝
庫です。この豊富な食資源を使った食開発や
加工品開発も進め、観光消費額の向上による
地域経済の活性化を目指していきます。

…新規        …見直し  　  …既存

新

新新

新

新 見

新

新

既

既

既既既

既既

既既

農業振興課
　平岡章吾　課長

林業振興課
　赤堀幹義　課長

商工観光課
　寺元豊樹　課長
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乳児医療費の助成や保育料の軽
減は、パパやママも喜んでる
キョロ。

いよいよ庄原にも光ファイバー
がつながるんだキョロ。

子育てしやすいまちになれば若
者の定住にもつながる可能性が
高まるのう。

光もじゃが、山奥に住むわし
にとっては携帯電話不感地域
の解消のほうがうれしいわい。

柱

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 6 7｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら

特集　庄原いちばん基本計画策定

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
生
活

し
活
動
す
る
こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
の

原
動
力
に
な
る
こ
と
か
ら
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
交
流
活
動
、
介
護
予
防
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

合
併
時
か
ら
休
止
状
態
が
続
く
市
内
で
の

出
産
医
療
体
制
の
再
開
に
向
け
、
国
・
県
お

よ
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
中

で
、
粘
り
強
く
取
り
組
む
ほ
か
、
子
育
て
の

負
担
感
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
環
境
整
備
・
支
援
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
・
減
災
対
策
、
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
に
取
り
組
み
、
生
活
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
、
社
会
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
も

計
画
的
な
実
施
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

安
心
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
拡
大
（
26
年
８

月
～
）

　

乳
幼
児
と
児
童
を
対
象
に
医
療
費
自
己
負

担(

入
院
・
通
院)

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
現　
　

行
】　

対
象
児
童
は
小
学
校
６
年
生
ま
で

【
見
直
し
後
】　

対
象
児
童
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡
大

 

お
た
ふ
く
カ
ゼ
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
金

（
26
年
度
～
）

　

就
学
前
の
児
童
を
対
象
に
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
と
水
ぼ
う
そ
う
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を

全
額
助
成
し
ま
す
。

 

保
育
料
の
軽
減
（
26
年
度
～
）

　

第
３
子
以
降
の
保
育
所
入
所
を
無
料
に
し

ま
す
。

【
現　
　

行
】　

１
人
入
所(

１
０
０
％
負
担)

２
人
以
上
同
時
入
所(

２
人
目
は
２
分
の
１)

３
人
以
上
同
時
入
所(

３
人
目
以
降
は
無
料)

第
４
子
以
降
児
童
の
入
所(

１
人
入
所
は
10

分
の
２
、
同
時
入
所
の
と
き
２
分
の
１
～
無

料)

【
見
直
し
後
】　

第
３
子
以
降
は
同
時
入
所
の

児
童
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
無
料
。
第
１
子

お
よ
び
第
２
子
の
１
人
入
所
、
２
人
同
時
入

所
は
現
行
と
同
様

 

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
（
26

年
度
～
）

　

第
３
子
以
降
の
幼
児
が
私
立
幼
稚
園
を
利

用
し
、
幼
稚
園
が
保
育
料
な
ど
の
免
除
を

行
っ
た
場
合
は
、市
が
独
自
に
助
成
し
ま
す
。

【
現　
　

行
】　

小
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
が

い
る
世
帯
は
、
所
得
に
応
じ
て
保
育
料
の
保

護
者
負
担
を
軽
減

【
見
直
し
後
】　

同
時
入
園
の
有
無
や
所
得
に

関
係
な
く
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
償

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
利
用
者
負
担
の
軽
減

（
26
年
度
～
）

　

一
時
的
に
提
供
会
員
の
自
宅
な
ど
で
対
象

児
童
を
預
か
る
事
業
で
、
利
用
者
負
担
金
を

軽
減
し
ま
す
。

※
利
用
料
金
６
０
０
円
／
１
時
間

【
現　
　

行
】　

利
用
者
負
担
金
４
０
０
円
／

１
時
間
…(

３
分
の
２
負
担)

【
見
直
し
後
】　

利
用
者
負
担
金
３
０
０
円
／

１
時
間
…(

２
分
の
１
負
担)

 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
祝
い
金

　

既
存
の
出
産
祝
い
金
を
減
額
し
、
そ
の
減

額
分
を
入
学
祝
い
金
な
ど
の
支
援
策
に
活
用

し
ま
す
。

●
出
産
祝
い
金
【
見
直
し
】（
27
年
度
～
）

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
出
産
に
際
し
て
祝
い
金
を
交
付
し
ま

す
。

【
現　
　

行
】

第
１
子
・
第
２
子　

20
万
円
／
人

第
３
子
以
降　

35
万
円
／
人

【
見
直
し
後
】

第
１
子
・
第
２
子　

15
万
円
／
人

第
３
子
以
降　

25
万
円
／
人

●
入
学
祝
い
金
【
新
規
】（
26
年
度
～
）

　

入
学
に
要
す
る
一
時
的
な
保
護
者
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
小
学
校
・
中
学
校(

特
別

支
援
学
校
の
小
学
部
お
よ
び
中
学
部
を
含

む)

へ
の
入
学
に
際
し
て
祝
い
金
を
交
付
し

ま
す
。

小
学
校
入
学
時　

２
万
円
／
人

中
学
校
入
学
時　

３
万
円
／
人

じ
た
と
き
に
市
に
連
絡
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
ま
す
。

 

敬
老
お
祝
い
事
業
（
26
年
度
～
）

　

１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
祝
い
金
を
交

付
し
、
高
齢
者
の
生
活
意
欲
の
向
上
な
ど
を

図
り
ま
す
。

【
現　
　

行
】　

１
万
円
／
人

【
見
直
し
後
】　

１
万
円
／
人
に
加
え
、
そ
の

年
度
１
０
０
歳
到
達
者
に
、
別
途
１
万
円
交

付

（
民
間
で
実
施
・
18
床
増
）

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
整
備

支
援
（
26
年
度
）

　

高
齢
者
施
設
へ
の
入
所
待
機
者
の
解
消
に

向
け
、
在
宅
介
護
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係

施
設
の
整
備
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
全
地
域
拡
大

　

地
域(

自
治
振
興
区
・
自
治
会)

に
よ
る

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
活

動
」
を
誘
導
・
支
援
し
、
安
心
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

 

民
間
事
業
所
訪
問
見
守
り
事
業
（
26
年

度
～
）

　

定
期
的
に
世
帯
訪
問
を
行
う
民
間
事
業
所

と
市
が
協
定
を
締
結
し
、
世
帯
の
異
変
を
感

介
護
保
険
事
業
計
画
に
沿
っ
た
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
（
26
年
度
）

 

長
寿
命
化
計
画
の
策
定

　

橋
、
下
水
道
施
設
、
水
道
施
設
、
公
園
、

住
宅
、
し
尿
処
理
施
設
な
ど
を
対
象
と
し
た

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
橋
や
ト
ン
ネ
ル

な
ど
、
安
全
・
安
心
に
直
結
し
た
施
設
の
優

　

公
的
医
療
機
関
（
庄
原
赤
十
字
病
院
）
の

医
療
体
制
の
維
持
・
確
保
の
た
め
次
の
経
済

支
援
を
行
い
ま
す
。

 

小
児
科
救
急
医
療
支
援
事
業

　

小
児
科
救
急
医
療
の
３
６
５
日
・
24
時
間

対
応
を
図
り
ま
す
。

 

婦
人
科
外
来
医
療
体
制
確
保
支
援
事
業　

婦
人
科
外
来
体
制
を
維
持
・
確
保
し
ま
す
。

（
仮
称
）公
的
病
院
医
療
体
制
整
備
支
援
事
業

　

救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

産
科
医
療
の
早
期
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

先
的
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

 

緊
急
時
音
声
告
知
シ
ス
テ
ム
の
整
備

（
26
年
度
～
）

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
音
声
告
知
シ
ス
テ

ム
を
全
域
に
整
備
し
、
緊
急
時
の
告
知
お
よ

び
平
常
時
の
行
政
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

 

超
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
（
26
年
度

～
）〔
再
掲
〕

　

緊
急
時
な
ど
を
含
め
た
多
様
な
情
報
受
発

信
の
促
進
を
図
る
た
め
、
民
間
に
よ
る
超
高

速
通
信
網
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

 

携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消
（
26
年
度

～
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
事
業
着
手
を
目
標

に
、
超
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
に
併
せ
て

調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
の
充
実

　
　

高
齢
者
施
設
へ
の

　
　

入
所
待
機
者
の
解
消

　
　

地
域
防
災
の
推
進

　
　

安
心
と
生
き
が
い
を
感
じ
る

　
　

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

　
　

公
的
医
療
体
制
の
整
備

「
暮
ら
し
の
安
心
」

い
ち
ば
ん

　出産祝い金は本市独自の事業です
が、継続的な負担軽減につながりに
くいことや、保育料への負担感が高
いことから、それぞれの制度を見直
しました。こうした経済的な支援は
もちろん、子育て支援センターなど
の支援体制の充実など、本市の将来
を担う子どもを安心して育てられる
環境づくりを進めます。「子育てしや
すいまち」として、若者世代の定住
にも結びつけられればと考えていま
す。

　災害は、その多くが予告なく突然
やってきます。被災地では情報が錯
綜し、人々がパニック状態に陥るこ
とも少なくありません。被害を最小
限に抑え、二次災害の発生を防ぐに
は、正確な災害情報の収集と地域住
民への迅速な情報伝達が必要です。
全世帯に確実に情報伝達でき、断線
や停電などの災害による直接的被害
を受けにくい情報伝達システムであ
る防災行政無線を整備し、市民の皆
さんの暮らしの安心を守ります。

の

…新規        …見直し  　  …既存新

新新

新

新新新

新

見

見見

見

見
見

見

既

既既

既

既

女
性
児
童
課

　
三
上
秀
明
　
課
長

危
機
管
理
課

　
三
玉
政
則
　
課
長
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庄原市の魅力をもっと
知ってもらう必要がある
んだキョロ！

ほうじゃ。庄原市が観光先や
移住先の選択肢に入るには、
庄原市のことををもっと知っ
てもらわんといけんのう。

  　広報しょうばら｜２０１３．１２月号｜ 8 9｜２０１３．１２月号｜広報しょうばら

特集　庄原いちばん基本計画策定

本
市
に
は
四
季
を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
豊
富
な
自
然
資
源
や
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
本
年
３
月
に
開
通
し
た

松
江
自
動
車
道
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に

よ
く
な
り
、
市
内
の
４
カ
所
に
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
持
つ
と
い
う
有
利
な
環
境
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

観
光
交
流
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
や
環
境
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
「
に

ぎ
わ
い
と
活
力
」
を
生
み
出
す
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
特
産
品
の
開
発
や
特
産
物
の

販
売
促
進
、地
域
の
「
食
」
と
文
化
の
継
承
・

活
用
、
農
家
民
泊
の
取
り
組
み
な
ど
、
観
光

と
農
林
業
・
商
工
業
を
一
体
的
に
と
ら
え
た

観
光
産
業
の
振
興
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
」の
創
出
に
は
、

若
者
の
力
が
必
要
で
す
。
若
者
の
流
出
を
抑

制
し
、
定
住
促
進
を
図
る
施
策
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

観
光
振
興
計
画
の
策
定

　

着
地
型
観
光
、
広
域
観
光
、
情
報
発
信
な

ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
関
す
る
実
施
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

 

観
光
振
興
事
業
の
推
進
（
26
年
度
～
）

　

観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
関
係
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

○
体
験
型
教
育
旅
行

○
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

○
食
材
の
宝
庫
を
活
か
し
た
観
光

○
広
域
周
遊
観
光
（
尾
道
松
江
線
全
線
開
通

の
活
用
）

○
事
業
推
進
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

○
庄
原
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

 

新
婚
世
帯
定
住
促
進
事
業

　

若
年
層
（
40
歳
未
満
）
の
新
婚
世
帯
を
対

象
に
家
賃
と
通
勤
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

 

転
入
定
住
者
起
業
支
援
事
業

　

転
入
定
住
者
を
対
象
に
起
業
を
支
援
し
ま

す
。 

転
入
定
住
者
住
宅
取
得
・
改
修
支
援
事
業

　

転
入
定
住
者
を
対
象
に
住
宅
取
得
お
よ
び

改
修
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

 

自
治
振
興
区
定
住
促
進
活
動
支
援
事
業

　

自
治
振
興
区
な
ど
を
対
象
に
定
住
促
進
活

動
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
「
帰
ろ
う
や
会
員
」
の
登
録

　

本
市
出
身
で
市
外
に
居
住
す
る
学
生
な
ど

の
う
ち
、
将
来
、
本
人
や
家
族
が
帰
郷
を
希

望
す
る
人
を
「
帰
ろ
う
や
会
員
」
と
し
て
登

録
。「
ふ
る
さ
と
情
報
」
や
「
就
職
情
報
」

を
定
期
的
に
提
供
し
、
継
続
的
な
帰
郷
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
す
。

●
「
応
援
事
業
所
」
の
登
録

　
「
帰
ろ
う
や
会
員
」
に
就
職
情
報
を
提
供

で
き
る
「
応
援
事
業
所
」
を
募
集
・
登
録
し
、

職
員
募
集
の
情
報
を
市
や
対
象
者
に
提
供
し

て
も
ら
い
ま
す
。

●
「
応
援
団
体
」
の
登
録

　

こ
の
事
業
に
賛
同
す
る
自
治
振
興
区
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
「
応
援
団
体
」
と
し

て
募
集
・
登
録
し
、「
ふ
る
さ
と
情
報
」
の

提
供
や
帰
郷
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
い
ま

す
。 

庄
原
暮
ら
し
出
前
講
座
事
業

　

若
年
層
の
地
元
理
解
や
定
住
意
識
を
促
進

す
る
た
め
、
市
職
員
や
市
内
で
働
く
先
輩
な

ど
が
地
元
の
高
校
に
出
向
き
、
卒
業
す
る
生

徒
を
対
象
に
庄
原
で
の
就
業
や
余
暇
の
楽
し

み
方
、
多
様
な
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る
講
座

を
開
催
す
る
。

 （
仮
称
）〝
帰
ろ
う
や
倶
楽
部
〟
の
創
設

　

本
市
へ
の
帰
郷
定
住
を「
市
民
総
ぐ
る
み
」

で
展
開
す
る
た
め
、
帰
郷
が
期
待
で
き
る
若

者
を
は
じ
め
、
市
内
事
業
所
や
自
治
振
興

区
な
ど
を
会
員
と
す
る
“
帰
ろ
う
や
倶
楽

部
”
を
創
設
し
ま
す
。
帰
郷
対
象
者
に「
ふ

る
さ
と
情
報
」
や
「
就
職
情
報
」
を
定
期
的

に
提
供
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
を
前

提
に
会
員
相
互
で
の
情
報
交
換
や
帰
郷
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
す
。

 

若
者
定
住
奨
励
事
業
（
26
年
度
～
）

　

市
内
に
居
住
す
る
若
者(

40
歳
以
下)

の

定
住
を
奨
励
す
る
た
め
、
本
市
に
定
住
す
る

こ
と
を
前
提
に
次
の
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。

●
雇
用
促
進
奨
励
金
の
交
付

　

市
内
に
居
住
す
る
若
者(

40
歳
以
下)

を

雇
用
し
た
事
業
所(

市
内
の
事
業
所
に
限

る
。
官
公
署
な
ど
を
除
く
。)

に
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

【
内
容
】
就
職
か
ら
６
月
経
過
後
に
10
万
円

／
人

●
あ
と
つ
ぎ
促
進
奨
励
金
の
交
付

　

市
内
に
居
住
す
る
若
者(

40
歳
以
下)

で

あ
っ
て
、
家
業(

兼
業
を
除
く)

の
後
継
者

と
な
っ
た
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
内
容
】
市
長
が
後
継
者
と
し
て
認
定
後
に

10
万
円
／
人

●
起
業
促
進
奨
励
金
の
交
付

　

市
内
に
居
住
す
る
若
者(

40
歳
以
下)

が

生
業
と
し
て
起
業
し
た
場
合
に
起
業
促
進
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
内
容
】
起
業
後
12
月
経
過
後
に
10
万
円
／

人

　
　

観
光
交
流
の
推
進

　
　

若
者
定
住
の
促
進

　
　

転
入
定
住

　
　
（
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
）の
促
進

　
　

帰
郷
定
住　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
Ｕ
タ
ー
ン
）の
促
進

　
　

若
者
の
定
住
奨
励

に
ぎ
わ
い
と
活
力

い
ち
ば
ん

　庄原に住んでもらうためにはもっと
庄原を知ってもらう必要があります。
就職先が少ないという理由で帰郷でき
ないという話もありますので、市内の
就職情報をもっと発信していくことが
必要だと感じています。そうした情報
を伝える仕組みとしてまずは「帰ろう
や倶楽部」をつくり、情報を必要とす
る方に会員登録いただいて、その方々
に地元の企業情報や市の支援策、地域
の話題などの情報を届けます。そこか
ら庄原での就職活動を通じて、定住に
つなげていきたいと考えています。木 山 耕 三　市長

の

…新規        …見直し  　  …既存新 見 既

新新新

新

新 既既既

既

自治振興課
　岡野　茂　課長

　「庄原いちばん基本計画」は、社会環境など

の変化に対応するため、２期に分けて策定して

います。第１期でまとめた施策・事業を最優先

で取り組みながら、次の第２期へつなげていき

ます。

　市民の皆さんが「やっぱり、庄原がいちばん

ええよのぉ」と思える庄原市を目指し、一つ一

つ着実に事業を実施していきます。

オール庄原で庄原市を盛り上げましょう


